
 

 

第17回コンサルタントシンポジウム 

「合意形成プロデュース－コンサルタントの役割」 

開催概要 

 

１．主催    土木学会（担当：コンサルタント委員会） 

２．日時    ２００３年７月17日 [木] １３：００－１６：２０ 

３．場所    土木学会「土木会館」講堂 

４．定員    １５０名程度 

５．参加費   ２，０００円 (テキスト代含む) 

６．プログラム 

  １３：００－１３：０５ 開会挨拶  駒田 智久 コンサルタント委員会委員長 

 １３：０５－１３：１０ 趣旨説明 上野 俊司 合意形成小委員会委員長 

  １３：１０－１４：１０  テキスト解説・問題提起 

    解説１：合意形成の手法    伊藤将司  (株)福山コンサルタント   

    解説２：先進的な取り組み  大曽根正一 (株)オリエンタルコンサルタンツ 

解説３：コンサルタントに求められるもの 白水靖郎 中央復建コンサルタンツ（株） 

問題提起：①意思決定をどのように図るか、 

②市民の総意としての合意形成とはなにか、 

③コンサルタントは第三者となりうるか。  （以上 白水靖郎）  

  １４：１０－１４：２５ 休    憩 

  １４：２５－１６：０５  パネルディスカッション 

  パネラー：① 市民代表(大河みとこ／調布市議会議員) 

② NPO(成田眞利子／オフィスタウンクリエイト代表) 

③ 学識経験者(森本章倫／宇都宮大学助教授) 

④ 事業者(大庭孝之／国交省道路局企画専門官) 

⑤コンサルタント（上野俊司／オリエンタルコンサルタンツ）進行役 

  内  容：学識経験者、事業者、NPO、市民、コンサルにより、以下を議論する。 

 1)合意形成にどのように関わってきたか、住民参加導入の動機 

 2)問題提起を受けて 

        3)コンサルタントに期待するもの（関係者の役割） 

       詳細は⇒リンク。 

 １６：０５－１６：２０ まとめ  西 淳二 元名古屋大学教授 

 

（以上） 

 


